
対応前と対応後の
デザインの比較

CUDの対応前と対応後5

CUDに対応することで・・・

CUD に対応することで、より多くの人に
情報が伝わります。
デザインの質を落とさずに、混同色をさけ
て色を選ぶことができます。

●高級感やインパクトを求めるときに、赤や黒を使用
　することがありますが、P型の色弱者にとって見分
　けにくいことがあります。緑と赤と黒を併用する時
　は特に注意が必要です。シンボルやイラストなどの
　図だけではなく店名やタイトルなどの文字情報が見
　づらくなる場合が多くあります。

●全体の印象を損なわずに、見やすくすることができます。
　赤のマゼンタを 100％から 80％（朱色）にしました。
　緑の色味を変え、背景の朱色と明度の差をつけました。
　トマトに線を付けました。線は白でなくてもトマトよ
　り明るい同系色なども有効です。
　また、文字も太い書体にしました。細い線、文字は
　色が見分けにくくなるので注意が必要です。

対応前

対応後

14

C 型 P型

C型 P型
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CUD・対応前と対応後5

対応前と対応後の
デザインの比較

●色弱者にも見分けやすい
　配色にし、線と線の間に
　細い白を入れました。円
　グラフの中と凡例に色名
　を入れることも有効です。

●折れ線グラフの線が細い
　と色を見分けにくいです。
　凡例が線から離れている
　と色と項目の一致が難し
　いです。

●対応後は、線を太くしま
　した。見分けやすい色を
　選びました。線の太さに
　変化をつけたり破線など
　を使いました。線に直接、
　名前を付けました。線が
　交差するところは白の線
　でくくりました。

●混同色が多く使われ、見
　分けにくくなっています。
　全体で２～３色にしか見
　えません。

C型 D型

C型

対応前

対応前

対応後

対応後

●C型には見分けやすい色も、色覚のタイプによっては見分けづらいです。

A市
B市
C市
D市

D 型

C型 P型

C型
SAPPORO COLOR UNIVERSAL DESIGN

P 型
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対応後
C 型 P型

●全体的に文字を太くしました。祝日と休日の文字も太くしました。赤を朱に変えました。

30　　31　　1　　2　　３　　４　　５
６　　７　　８　　９　　１０　　１１　　１２
１３　１４    １５   １６　１７　１８　１９
２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６
２７　２８　２９　３０

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

対応前 ●P型は日、祝日の赤が暗く沈んで見えます。文字が細すぎるとさらに黒と赤の区別がしにくくなります。
　日曜日は位置で分かるのですが、平日の中の祝日は見落としてしまう可能性があります。

30　　31　　1　　2　　３　　４　　５
６　　７　　８　　９　　１０　　１１　　１２
１３　１４    １５   １６　１７　１８　１９
２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６
２７　２８　２９　３０

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

C 型 P型

●グラフなどで色分けする時に、混同色を用いると区別がつかなくなる場合があります。対応前

対応後

C型

50% 75% 87%

あお ピンク オレンジ

P型

●混同色を避けて 3色を選びました。色名を入れました。

C型

50% 75% 87%

P 型



CUDに対応することは色を制限することでは
ありません。色弱者にも見分けやすい配色
がたくさんあります。CUDに対応しつつカラ
フルなデザインができます。ここでは５色
セットを８組選んで色彩豊かなデザインを
試みてみました。

見分けやすい配色で
カラフルなデザインを制作

OPTION #04
76%

OPTION #02
63%

OPTION #01
72%

OPTION #03
56%

01 OPTION #01 12.015

02 OPTION #02 156

03 OPTION #03 6.016

04 OPTION #04 7.0156

sapporo city

50％［黒］

80％［緑］

60％［オレンジ］

70％［ピンク］

時
間

速
度

労
力

休
憩

成
果

赤茶ベ
ー
ジ
ュ

青紺
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見分けやすい
配色

CUD・配色の工夫6



lor
em
 ip
su
m
    
lo
re
m
 ip
su
m 
  lo

rem
 ipsum

     lorem ipsum    lorem ipsum
   lorem

 ipsum    
50%

20

10

20

10

100% 50% 75% 87%

Lorem ipsum dolor sit amet

Lorem ipsum dolor sit amet, consectetuer adipiscing elit.  
Aenean commodo ligula eget dolor. 

04

Lorem ipsum dolor sit amet

Lorem ipsum dolor sit amet, consectetuer adipiscing elit.  
Aenean commodo ligula eget dolor. 

03

Lorem ipsum dolor sit amet

Lorem ipsum dolor sit amet, consectetuer adipiscing elit.  
Aenean commodo ligula eget dolor. 

02

Lorem ipsum dolor sit amet

Lorem ipsum dolor sit amet, consectetuer adipiscing elit.  
Aenean commodo ligula eget dolor. 

01
OPTION
 #01

OPTION
 #02

OPTION
 #03

OPTION
 #04

OPTION
 #05

青紺ベ
ー
ジ
ュ

水
色
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見分けにくい色の組み合わせの例
色を組み合わせて使用する時は、C型、P型、
D型の色の見え方をシミュレーションツール
などで確認し、できるだけ多くの人が見分け
やすい配色を選びましょう。

混同色を理解すること

19

見分けにくい
配色

CUD・配色の工夫6

C 型

淡い紫

赤 緑

オレンジ 黄緑

ベージュ 淡い緑

青 紫

茶色

黄色 明るい黄緑 明るい橙

青緑 グレー ピンク

水色

淡い青緑 淡いグレー

淡いピンク

P型

淡い紫

赤 緑

オレンジ 黄緑

ベージュ 淡い緑

青 紫

茶色

黄色 明るい黄緑 明るい橙

青緑 グレー ピンク

水色

淡い青緑 淡いグレー

淡いピンク

D型

淡い紫

赤 緑

オレンジ 黄緑

ベージュ 淡い緑

青 紫

茶色

黄色 明るい黄緑 明るい橙

青緑 グレー ピンク

水色

淡い青緑 淡いグレー

淡いピンク



シミュレーションする際の
注意点

シミュレーションした結果が、どのくらい
の差があれば大丈夫なのか迷うケースがあ
ります。
その判断基準は、個人的な感覚によって動
いてしまいます。例をあげましたので、こ
れを参考にシミュレーションして配色を検
討してください。
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配色の判断
CUD・配色の工夫6

●文字の色を変えました。
文字にM25％を加え背景と区別しやすく改善

●背景色を変えました。
背景の Cを+10％、Yを-25％+、Kを０にして改善

●背景色を変えました。
背景の Cを -15％、Mを -10％にして改善

文字 C70＋Y100
背景 M40＋Y80

文字 C80＋M60
背景 C40＋M70

文字 C80＋M60
背景 C25＋M60

文字 M80＋Y70
背景 C80＋Y60

文字 M80＋Y70
背景 C70＋Y85＋K20

文字 C70＋M25＋Y100
背景 M40＋Y80

C 型

P 型

D型

C型

P型

D型

C型

P型

D型

C型

P型

D型

C型

P型

D型

C型

P型

D型

対応前 対応後

対応前 対応後

対応前 対応後



下の図の通りＣ型とP型・D型の色覚では、
暖色と寒色の境界が異なります。C型のデザ
イナーが暖かい雰囲気を表現しようと使った
暖色系の色が、P型・D型にとっては寒色に
感じられる可能性もあります。この特性を
理解した上でデザインしていくことが望まれ
ます。
 

異なる境界

21

暖色・寒色
CUD・配色の工夫6

PD 型境界線

暖色系エリア

寒色系エリア

C型境界線

C型 P型

●色相環を暖色と寒色に分けてみると、色覚型によって違う分け方をします。

C型が分けると P型が分けると

赤 緑 青緑

黄 黄緑 青緑 黄 黄緑 青緑

赤 緑 青緑

C型の感じる境界線 P型の感じる境界線

P型

C型



モニターとプリントの
色の差について

モニター画面の色と紙に印刷した色は異な
ります。モニターは発光の３原色（R赤・G緑・
B青）、印刷は反射光の３原色（Mマゼンタ・
Cシアン・Ｙイエロー）で、原理が異なるた
めに起こります。画面上で試行錯誤し、シミュ
レーションし、ようやくＯＫとなっても、紙
に印刷すると混同色が現れてしまうことも少
なくありません。最終の印刷物と同程度の
校正紙に出力し確認する工程が、より重要
になります。

さらに、一般的なコート紙※1以外で印刷す
る場合、その紙の種類によっても色は変化
します。PP加工※2などの後加工をする場合
も同様で、印刷会社との事前打ち合わせが
大切です。

COLOR

モニター

最終の印刷物 校正紙

COLOR

COLOR

22

色の管理について
CUD・配色の工夫6

※1 コート紙は、上質紙などの表面に特殊な薬品を塗る
ことで、滑らかにし、インクの乗りをよくした紙。

※2 PP加工とは紙の表面にフィルムを貼ることにより、
光沢感や保存性を向上させることができます。フィ
ルムには色々な種類があり、クリアPP、マットPP、
光るホログラムPPなどがあります。 
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Webサイト制作時の
ポイント

WebのCUD7

Web特有の対応

色覚タイプをはじめ、誰もが分け隔てなく
Webで提供されている情報にアクセスし利用
できるようにすることを「ウェブアクセシビリ
ティ」と言います。基本的に対応すべきポイ
ントは通常の印刷物でのデザインと同じです
が、Webの場合は特に明暗差（コントラスト
比※）に配慮する必要があります。また、アイ
コン等も組み合わせて色だけに頼らない工夫
もしましょう。

スマートフォン利用を
想定しておく
Webサイト利用者の多くはスマートフォンで
閲覧することになります。スマートフォンで
の表示を前提にしてデザインしておきましょ
う。パソコンでは問題がなくとも、スマート
フォン上で縮小されてしまうと、色の区別が
しづらくなる場合がありますのでデザインの
配慮が必要です。特にスマートフォンでは文
字が小さくなりがちなので、先に述べたコン
トラスト比に気をつかう必要があります。

※コントラストの適合レベル、達成基準を定めたJIS X 
8341-3:2016という規格があります。

コントラスト比
ウェブアクセシビリティのルールでは、背景と文字は
最低でも「4.5 : 1」のコントラスト比が必要とされています。
コントラスト比は12ページ掲載のアドビ株式会社の「Adobe Color」で
手軽に確認することができます。

対応後

対応前

●目立たせたい箇所は文字色を見分けやすい色にするほか、書体を太くしたり、
　「重要」などのアイコンを配置をするとよいでしょう。

お知らせ
2022 年 3 月　役員人事異動のお知らせ
2022 年 2 月　新クラウドサービスリリース
2021 年 9 月　SDGs の取り組みについて　

C型 D型

お知らせ
2022 年 3 月　役員人事異動のお知らせ
2022 年 2 月　新クラウドサービスリリース
2021 年 9 月　SDGs の取り組みについて　

お知らせ
2022 年 3 月　　   役員人事異動のお知らせ
2022 年 2 月　　   新クラウドサービスリリース
2021 年 9 月　　   SDGs の取り組みについて　重要

新着

新着

お知らせ
2022 年 3 月　　   役員人事異動のお知らせ
2022 年 2 月　　   新クラウドサービスリリース
2021 年 9 月　　   SDGs の取り組みについて　重要

新着

新着

C 型 D型

●パソコン画面だけでなくスマートフォンで閲覧した際の　
　文字の読みやすさも十分考慮することが必要です。

あいうえおコントラスト比
2.0 :  1

あいうえおコントラスト比
4.5 :  1

あいうえおコントラスト比
7.0 :  1
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●メニューバーなどの色分けに混同色を使わないように注意が必要です。
●マウスオーバーでボタンの文字色や背景の色が変わるように設定した時、混同色を
　使ってしまうと文字が読めなくなる場合があります。

●トップページのメニューバーなどの色分けに細い線を使わず、できるだけ色面を大き
　くします。また、必要以上に色数を使わないことも重要です。
　見分けやすい色を使い、文字との明度差をつけることで文字情報が見やすくなります。

対応前

対応後

企業情報 ニュース 投資家情報 CSR・環境 製品情報 ネットワーク

D型

C型

企業情報

企業情報

ニュース

ニュース

投資家情報 CSR・環境

CSR・環境

製品情報

製品情報

ネットワーク サイトマップ

サイトマップ

●メニューの項目を見分けやすい色にしました。マウスオーバー時に、文字が太く大きくなり、明度差のある色に変化しました。

運用も見据えた
色使いのルール化が有効

Webサイトは通常の印刷物と異なり、常に
情報を更新する必要があります。Webサイ
ト内で使用する色使いのルールをつくりま
しょう。そのルールに基づいた色使いで更
新していけば、その都度、色の見直しをす
る必要がなくなり効率的です。また、 マウ
スオーバーなどのアクション時に色や明るさ
を変えるルールも必要です。

注 意
Webサイトは、パソコンやスマートフォンな
どの画面で見るため、制作する際に印刷し
た印刷紙媒体でシミュレーションしても正し
い結果は得られません。色のチェックをす
る際には、キャリブレーション※したモニター
上で確認してください。

※キャリブレーションとはディスプレイの色温度・輝度・
カラーバランスを適正に調整することです。ディスプ
レイは長く使用すると色が変わります。一定の使用
時間毎に適正に調整する必要があります。

●黒と暗い赤や淡い青、ピンク、グレーはP型にとって
非常に見分けづらいことがあります。タイトルや文字
情報、ボタンデザインなどに配慮が必要です。改善
策として、赤を朱色に変更したり文字の周りを白でく
くると情報が伝わりやすくなります。



サイン
建築物に関して注意しなければならないの
は、主に案内サインです。特に、たくさん
の人が利用する公共性の高い施設などで
は、色への配慮が欠かせません。
避難経路図やフロアーマップを制作する際
には、混同する色がないかを確認するだけ
ではなく、伝えたい情報の優先順位も考慮
することが求められます。
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その他のCUD8

サイン・ピクト
制作時のポイント

JIS（日本産業規格）の安全色
JISの安全色が2018年の改正で多様な色覚
に対応した区別しやすい色に変わりました。
CUDの観点で安全色を定めたのは世界初と
なります。●JIS安全色 マンセル 参考値 / CMYK・RGB推奨値

http://safetycolor.jp

（赤） 8.75R 5/12
C0 M85 Y95 K0
R255 G75 B0

（橙） 5YR 6.5/14
 C0 M50 Y100 K0
 R246 G170 B0

（黄） 7.5Y 8/12
 C0 M0 Y100 K5
 R242 G231 B0

（緑） 5G5.5/10
 C85 M0 Y80 K0
 R0 G176 B107

（青） 2.5PB 4.5/10
 C95 M40 Y0 K0
 R25 G113 B255

（赤紫） 10P 4/10
 C40 M90 Y0 K0
 R153 G0 B153

対応前 ●エリアの色分けが混同色のため、
　場所が特定できません。
　現在地の表示が目立ちません。
　トイレのピクトも混同色になっています。

対応後 ●見分けやすい配色を使用しました。
　現在地は赤を朱赤に変え、さらに
　明度の差があるデザインに変更しました。

C型

D型

現在地

C 型

D型



蛍光ペン

色名を書いて CUD

配布資料やチラシに使われる色上質紙。見
やすいところに色名を書くと、色が見分け
にくい場合でも迷わずその色の紙を見つけ
ることができます。

色分けに便利な蛍光ペンですが、「イエロー
系、グリーン系、オレンジ系」「ブルー系、
ピンク系」が混同色で、P型、D型には見分
けにくいことがあります。
また、ピンクは暗く見えやすいので、ペン
を選ぶ時は注意しましょう。
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その他のCUD8

日常場面でのCUD

C 型 D型P型

C型

P型 D型


